


































＊2 「満点計画」により設置された観測点。詳細は、http://abuyama.com/manten/manten.html 参照。 
 
3．稠密多点観測での取り組み 
 2008 年、琵琶湖西岸に 45 点の稠密観測点が設置された。長野県西部の臨時観測点と合わ
せて 2009 年の時点で 72 だった満点観測点数は、その後、近畿、島根鳥取、NZ にも観測点
を増やし続け、現在では 230 点以上になる。 
 さらに 2014 年度には、鳥取県西部地震震源域において、1000 点の観測（0.1 満点観測＊3）













  ▸ Web ページ内で、地図の移動や拡大縮小ができる 
  ▸ トップページを観測点配置図にし、さらにマーカーを使い分けることで全体を把 
握することができる 










▸ 情報を必要とする観測点の点の記ページへダイレクトに移動（図 2.の①） 
▸ ホームボタンの配置（図 2.の②） 
 ▸ トップページ内のホームボタンは、地図を動かした場合にクリックすると、 
元の縮尺・範囲の地図に戻る 
 ▸ prev, next ボタンの配置（図 2.の③） 
  ▸ 点の記ページで prev, next をクリックすると、前後の番号の観測点のページ 
に移動 
▸ トップページで prev をクリックすると一番先頭の番号の観測点、next をクリッ 
クすると一番最後の番号の観測点、の点の記ページに移動 
     
図 1. 下見段階のトップページ 
 
 








②情報を取りまとめる人は、プロジェクトの予算で雇われた非常勤スタッフ 1 名 
⇒Excel が使いなれており、便利（検索、ソート、ドラッグによるコピー、など） 
④Excel ファイルから、csv ファイルや sql ファイルに作り替えることが容易 
  ⇒DB へ情報を一括インポートする際は csv ファイルに、一括で情報を書き換えた
















き、プログラムが参照するのは DB に登録された「観測点名」「緯度」「経度」の情報である。  
これに対し、トップページの他のマーカーは、DB ではなく kml ファイル＊4 の情報を参照
している。DB の情報が更新されたことを検知して、kml ファイルを自動的に更新するプロ




すると簡単に作成できるので、DB と kml ファイルを自動連携させなくても、今回の場合は
それほど手間ではなかった。 
改めて数えてみると、2015 年 7 月～2017 年 12 月の間で、kml ファイルを更新したのは
38 回であった。1 回につき 5 分程度の作業だったので、合算すると 200 分弱くらいの作業
量となる。期間を考慮すると少ないとも思えるが、総時間数だけでみるとそれなりに多い
とも感じる。 




＊4 XML ファイルの一つで、GoogleMpa や地理院地図に読み込むと指定した位置に指定したマーカーが表示できる。 
 
